
同
年
七
月
廿
日
よ
り

五
日
間
、
信̀
美
會

と
聯
合
繪
畫

展
覧
會

を
、
飯
山
小

學
校
に
開
催

せ
り

。
出
品
畫
ば
大
下
、
丸
山
、
河
合
諸
氏
の
水
彩
畫
十
數

點
、

信
美
會
員

の
作
品
水
彩
書
四
十

一
點
、
日
本
畫
二

十
點

、
本
會
員
の

作
品
六
十
三
點
を
陳
列
せ
り
。

　
四
十
二
年
三
月
廿
日
、
幹
事
市
川
淨

、
同
小
林
重
治
の
二
氏

い
つ
れ
も
上

京

に
付
、
本
會
外
部
會
員
に
列
し
、
宮
本
奨
、
岩
上
行
秀
の
二
氏
代
て
幹

事
に
就
任
す
。

同
年
十
月

一
日
、
日
本
水
彩
畫
會
本
部

と
の
交
渉
就
り
、
飯
山
支
部
設
置

　
の
報

に
接

せ
し
を
以
て
直
に
内
外
會
員

に
此
旨
を
報
告
す
。

　
以
上
本
會
沿
革
の
概
要
と
す
、
之
を
要
す
る
に
、
本
會
は
嚴
整
な
る
規
約

　
を
設
け
す
、
極
め
て
平
易
な
る
同
趣
味

の
團
體

な
れ
ば
、
常

に
和
氣
靄
然

　
た
る
も
の
お
り
、
展
覽
會
其
他
諸
雑
費
の
如
暑
は
、
主
幹
に
於
て
其
大
部

　
を
★
擔

し
、
其
他
は
、
作
品

の
賣
却
代
、
或
は
寄
贈
金
等
を
以
て
之
を
支

　
辮
せ
り
、
目
下
會
員
は
、
内
部
會
員
二

十

二
名
、
外
部
會
員
十
名

、
い
つ

れ
も
研
讃
に
怠
ら
ず
、
其
成
績

の
如

き
も
漸
次
見

る
べ
き
も
の
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
支
★

委
員
報
告
)

　
　
　
　
イ
ツ
タ
、
カ
ツ
タ
、
ダ
ツ
タ
集

(鎌
倉
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
　

彌
　

　
陀

　

生

　
　
痛
み
入

つ
た
の
は

△
小
島
烏
水
先
生
の
わ
ざ
わ
ざ

御
來
遊
の
上
、
貴
重
な
御
話
を
し
て
下
さ

つ
て
、
ま
た
其
上
に
御
士
産
を
澤
山
戴

い
た
こ
ど
　
　

△
三
條

公
爵
ほ
夫
人
と
共
に
二
度
迄
も
會
場

べ
御
出
下
さ
つ
た
こ
と

△
『
オ
ヤ
此
書
物
は
起
つ
た
り

座

つ
た
り
し
て
輪
廓
を
と

つ
た
の
で
す
か

』

『
こ
の
ビ
ー
ル
壜
は
ツ
ヤ
ケ

シ
に
し
ま
し
た
ね
』

ナ

ン
テ
先
生
の
皮
肉
的
　
、

御
批
評

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　
、

　
　
お
可
笑
か
つ
た
の
は

△
小
林
君
の
踴
り
、
あ

の
低

い
圓

い
勇
體

を

一
層
低
く
し
て
腹
の
顔
を

い

ろ
い
ろ

に
表
情
姿
勢

を
と
ら
せ
た
御
手
際

△
丸
屋
の
前
で
鎌
倉

ツ
子
と
田
舎
ッ
子

と
の
喧
嘩

『
ヤ
イ
こ
の
肥
取
り

の

田
舎

ツ
ペ
イ
、
來
ら
れ
る
な
ら

コ
ヽ
迄
來

て
見
ろ
』
『何
ん
だ

コ
ノ
餓
鬼
共

！
テ
メ
イ
達
は
石
イ
持

つ
て
ゐ
る
か
ら
危
な

い
か
ら
徃
か
な
い
ん
だ
ぞ
』

一
方
が
勇
を
皷

し
て
進
む
と

一
方
は
逃
出
す
、
ま
た
盛
り
返
す

　
　

欲
し
か

つ
た
の
は

△
両
先
生
の
御
作

一
枚
宛

△
由
井

ヶ
濵
で
照

つ
け
ら
れ
た
時
、
氷
水

一
杯

　
　

恐
入
っ
た
の
は

△
透
視
畫
法
の
違

つ
た
建
物
を
描

い
て

一
寸
先
生
に
強
情

を
張
り
、
そ
れ

なら
★
實
地
に
比
例
を
と
つ
て
御
話
さ
れ
て
成
程
！

△
會
員
某
氏

の
大
天
狗
、
多
分
御
自
身
で
覺

え
が
あ
り
ま
せ
う
ね

　
　

嬉
し
か
つ
た
の
は

△
ド
ー
に

も

コ
ー
に
も
仕
末
が
出
來
ず

テ

コ
ズ

ツ
て
困
つ
て
ゐ
る
時
、
靴

の
音
が
し
て
先
生
の
來

た
時

△
先
生
達
の
快
活
で
あ
つ
た

こ
と
　
　
　
'　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

,

△
い
よ
い
よ

紛
失
と
思

つ
た
大
切
の
先
の
切
れ
た
筆

の
出
た
と
き

　
　

悲

し
か
つ
た
の
は



△
言
は
ず

と
知
れ
た
講
習

が
終
つ
て
先
生
達
や
會
員
諸
君
に
別
れ

る
と
き

△
何
故
自
分
ば
か
り

コ
ー
下
手
だ
ら
う
と
思
つ
た
と
き
　
　
　
　
`

　
　
驚
き
入

つ
た
の
は

△
繪
を
直
し
て
下
さ
る
先
生
達
が
、
チ

ユ
ー
ブ
に
半
分
程
も
あ
ら
う
と

い

ふ
澤
山
の
繪
具
を
筆

の
先

へ
つ
け
て
大
膽

に
描

か
れ

る
こ
と
で
、
中
に
は

ヒヤ
ヒ
ヤ
し
て
ゐ
た
の
も
あ
つ
た

△
小
島
仙
松
君
の
朝
鮮
の

『
驚

い
た
話
』
は
ネ
ツ
カ
ラ
驚
く
に
足
ら
ん
こ

と
ば
か
り
な
の
で
却
て
驚

き
入

つ
た
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
残

念
だ

つ
た
の
は

△
オ
ト
ツ
サ
ン
の
有
名
な
講
談
を

一
度

も
聴
か
な
か
つ
た
こ
と
、
去
年
來

約
束
と
い
ふ
の
に
怪
し
か
ら
ぬ
オ
ト
ツ
サ

ン
で
は
あ
る

△
ゴ
セ
ン
上
等
の
納
札
を
目

つ
け
て
、
剥
が
さ
う
と
思

つ
た
が
何
分
高

い

處
で
手
が
届
か
ず
、
三
脚
の
上

へ
乗

つ
て
も
ダ
メ
で
あ
つ
た
こ
と

　
　
口
惜
か

つ
た
の
は

△
見
物
人
が
僕
の
繪
を
見
て

『
ア
ツ
チ
の
人
の
方
が
上
手
だ
ね
』
と
言
ひ

捨

て
ゝ
起
ち
去
つ
た
時
、
何
だ

い
下
手
だ

か
ら
講
習

に
出
て
來
た
の
だ
い
　

、

田
會
者
に
何

が
わ
か
る
も
の
か
い
！

△
ツ
イ
寝
坊
を
し
て
、
先
生
が
御
飯
前

に
寫
生
に
ゆ
か
れ
た
の
を
知
ら
ず

に
居
た
朝

　
　
苦
し
か
つ
た
の
は

△
江
の
島
か
ら
の
歸
り
に
電
車
の
満
員
立
往
生
　
　
　
　
　
　
　
　

、

△
由
井
ケ
濱

か
ら
の
歸
り

の
ス
キ
ハ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　

　゚
　
　
　
　

、

△
た
ゞ
さ

へ
暑

い
の
に
見
物
人
に

二
重
に
も
三
重
に
も
取
巻
か
れ
た
時

　
　
厭
だ

つ
た

の
は

△
朝
早
く
起
き
る
の

△
寫

生
中
學
生

風
の
人
間
に
後
ろ
に
立
た
れ
た
と
き

　
　
奇
抜
だ

つ
た
の
は
,

△
片
桐
君
の
聲
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
、

△
宮
崎
君
の
笠
　

　

　

　

　

　

、

△
佐
久
間
の
靴

下

△
中
山
君
の
寫
生
箱

△
湊
君
の
首
手
拭
、
そ
の
他
（

完

)

　
　
　
　

茶
　
話
　
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餘

　

　

　
興
　

　

　
子

八
月
九
日
鎌
倉
丸
屋
樓

上
に
於
け
る
講
習

會
々
員

の
茶
話
會
、
其
時

の
有

様
を
書

い
て
、
講
習
に
御
出
席

の
な

い
皆
様
に
御
知
ら
せ
致
せ
と
の
命
令

が
、
委
員
長
か
ら
下

つ
た
次
第
で
も
何
で
も
な
け
れ
ど
、
物
好
き
に
も
覺

え
て
ゐ
る
處
だ
け
申
上
ま
す
、
人
名
の
如
き
は
顔
馴
染
淺
き
某
甲
の
こ
と

ゝ
て
、
少
し
は
間
違
も
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

午
後
八
時
と

い
ふ
に
、
表

二
階
四
室
う
ち
通
し
の
廣
間
、
浪
の
や
う
に
青

い
と
申
た

い
が
、
其
實
大
ぶ
エ
ロ
ー
オ
ー

ク
ル
的
、
否
場
處

に
よ
つ
て
は

セ
ピ
ヤ
的
の
畳

の
上
に
、
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
の
は
、
先
生
御
両
人
を
始

め

と
し
て
、
紅

一
點
の
竹
内
女
史

マ
サ
オ
少
年
、
及
び
丸
屋

並
び
に
建
長
弄

其
他
か
ら
集
ま

つ
た
會
員
五
十
名
、
各
々
繪
の
上
手
ソ
ー
な
顔

つ
き
な
仕

り
、
今
夜

の
餘
興
の
苦
し
そ
う
な
顔
色
な
仕

つ
で
扣

え
た
り
。
オ
ト
ツ
サ


